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表紙のことば （世界遺産シリーズ）

チェコ　チェスキー・クルムロフ歴史地区

1992年 ユネスコ世界文化遺産登録

チェコ・南ボヘミア州に位置するチェスキー・

クルムロフは、中世の優れた建築物や文化

財が残る古都である。街の中心をなすチェス

キー・クルムロフ城（左上）は、13 世紀にゴシッ

ク様式として建てられた後、さまざまな時代

の様式に改築された。長きにわたる戦争など

で、歴史に翻弄された街は、一時、荒廃状態

にあったが、民主化以降、歴史的景観が再認

識されると、建造物の修復が急速に進められ、

街はかつての美しさを取り戻した。右上に見

えるのは、チェコで最も重要な聖ヴィート大聖

堂。1990 年以降は、中世の扮装をした人々

が街を練り歩くなど、多彩な祭りやイベントが

毎年開催されている。

C O N T E N T S 　東北支部では、３月１１日に発生した東
日本大震災による東北地区の復旧・復興を
考慮し、2011年度の活動を例年より3カ月
遅らせ、「自席で学べるｅラーニング講座」
からスタートしました。
　例年のOA系やＩＴ系にヒューマンスキル
系講座を増設し、メンタル管理面の強化を
図るなど内容を充実させ、6県全域におけ
る多数の会員様からご活用いただいてお
ります。
　また、9月からはＩＴスキルアップセミ
ナーを開始、2人1組での実機による演習
は、技術系の内容習得はもちろんのこと会

　全道から100名を超える会員の皆様、富
士通ユーザーの皆様にご参加いただきまし
た。震災復興支援特別プログラム（東京開
催）の内容をぜひ北海道の会員様へもご
紹介したく、東北支部長の宍戸實氏をお招
きし、特別講演として「被災現地からの報
告」と題して被災状況などを報告いただき
ました。新しい試みとして設置された展示

コーナーでは会員の皆様のご協力のもと、
防災用品やＬＥＤ照明、サーバの地震対策
など11社21ソリューションを展示しまし
た。多くの来場者にご満足いただくことが

員様同士の交流も活発になされ、ご参加
の会員様からは有意義なセミナーだったと
ありがたいご感想をいただきました。
　６県それぞれの地区で特色ある行事を
目指す東北支部では、今後も、親睦会、企
業見学会、人材育成講座など、会員の皆様
とともに歩んでまいります。

できたのと同時に、同様の展示会を今後
も続けて欲しいとのご意見もあり、会員の
皆様の交流目的としても大きな成果を上げ
ることができました。

　札幌をはじめ道内5カ所で「スマートフォ
ン・スレート端末が変えるこれからのモバ
イルコミュニケーション」と題したトレンド
セミナーを開催。最新機種の実機展示やIT
に関する旬な話題で、特に「モバらくだ」に
興味を示す方が多く、ご好評をいただきま
した。

展示コーナーが盛況の「Summerフォーラム」
＆「トレンドセミナー」

６県それぞれで特色ある行事を開催

＜参加者の声＞
○Summerフォーラムより
・今後の復興、再生に向けた支援として何ができ
　るか、北海道民として検討する必要を感じた（特
　別講演）。
・社内で検討したいものばかりでした（展示コー
　ナー）。
○トレンドセミナーより
・ ビジネスシーンの変化が参考になる。

❖ 8月10日
  「Summerフォーラム2011」を開催

❖人気セミナーを道内各地で開催

FUJITSUファミリ会

支部特集 2011

 北海道支部

  東北支部

●FUJITSUファミリ会 支部特集2011　

●LS研　総合発表会2011 

●トップは語る 
    株式会社ネスティ

　 代表取締役社長　進藤 哲次 氏

●講演録 
　東京大学 大学院薬学系研究科 准教授 薬学博士　 
　池谷 裕二 氏

●豊かに生きる誌上セミナー
　HUMAN HUMAN 
　 ビジネスマンの流儀 〜シャツにこだわる ①

フレックスジャパン株式会社 取締役
徳武 初男 氏（信越支部長）

●Family's Information 

●支部見聞録 From 佐賀 
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　北陸支部からは、2009年度よりご好評
につき継続開催しております「テクニカル
セミナー」についてご紹介いたします。こ
のセミナーは、会員のスキルアップ向上を
目的とし、主に情報システム部門の方を対
象に、ITインフラを活用したコスト削減、最

新のIT技術用
語の解説や、
セキュリティ
管 理 な ど の
技 術 情 報 を
分かりやすく

　昨年より活動中の“専門分野講演会”は
「長野県農産物の機能性と付加価値化技術
への取り組み事情」と題し、農業の専門性
についてご講演いただきました。
　食の安心安全・健康・環境など、最も身
近な事柄への研究成果の講演では、年齢

　実務者クラスの方を対象に、「自己研鑽
の場」ならびに「コミュニケーションスキル
向上の場」として、特定のテーマで研究・討
議を実施。今年は申し込みが多く、4グルー
プで活動しており、会員の皆様からの期待

ズセミナーやゴルフコンペなど毎年続けて
いる行事がたくさんあります。下期も会員
の皆様のご意見を取り入れつつ、魅力的な
ユーザー会を目指してがんばりますので、
皆様ご指導のほどよろしくお願いいたしま
す。

登録メンバーに幹事様・アドバイザーを交
え、中盤を折り返し、毎回白熱した議論と
研鑽活動です。
　そろそろ３月の支部総会での発表に向け
てのお話もちらほら。参加者が自主性を持
ち活動中です。

数でかつ同じメンバーで継続的に行うセミ
ナーです。リーダー自身のスキル醸成とメン
バー同士の強いネットワーク構築を目的に
実施します。また、同じセミナーで女性限定
のプログラムも用意。他社とはなかなか築
くことが難しい、女性リーダークラス同士
の人脈作りを支援してまいります。

ご紹介する内容となっており、支部内の全
ての県で開催しております。毎年、テーマや
最新情報を加えてコツコツと開催しており
ますが、年々会員の皆様の反響も大きくな
り、今年は今までに開催したセミナーの中
からアンケートをとり、リクエストが多かっ
た講座を再度募集して開催中です。昨年よ
り早いペースで満席となり、追加開催させ
ていただきました！
　会員の皆様からは「演習を交えたセミ
ナーは大変分かりやすいセミナーでした」
「実例が多く説得力があった」などと高評
価をいただいております！
　他にも北陸支部では、プロに学ぶシリー

標準化がん死亡率が全国一低く、平均寿
命は全国一高いと言われる長野県。最も多
くのキノコ消費が要因の一つだそうです。
　各種研究へのＩＴ活用、研究施設見学・
会員向け特別即売会も併設いたしました。

“餅は餅屋”会員が保有する様々な業種ノ
ウハウを支部内に発信することで、異業種
交流が活性化しています。

　今年のテーマは旬中の旬！長野会場は
「クライアントとしてのスマートフォンの活
用研究」新潟会場は「電力不足を乗り切る
ＩＴ節電対策」と両会場とも１０名以上の

の高さが伺えます。
　今年度のテーマは、「職場活性化におけ
るリーダーの役割と10年後の姿」。10年後
の自分たちの姿を想像しながら、来年2月
まで討議を重ねていきます。例年よりもス
タートが遅れましたが、夏合宿の頃からメ
ンバー同士の距離もグッと縮まり、活発に
意見を交わしながら研究を行っています。

　多様化するセミナーニーズへの対応と
して、「リーダー育成プログラム」を企画・
検討しています。これは、今後会社を牽引
していく「リーダー」にフォーカスし、少人

国内11支部は、会員の方々の「異業種交流」「情報収集」「人材育成」の促進を目的に、さまざまな活動を展開しています。事例交流会、見学会、
グループ研究会（分科会）、人材育成セミナー、パソコン教室など各支部で工夫を凝らした活動の一部をご紹介します。

会員ニーズに応えられるよう、新しいテーマでの活動も実施していきます

会員同士が有益な情報や成果を享受し合える活動を意識して

年々人気高まる北陸支部のテクニカルセミナー！ 

＜事務局より＞
「システム研究フォーラム」は東日本大震災の影
響により、７月から活動を開始。開始時期の遅れに
よる参加者減への不安もありましたが、例年通りで
ほっとしています。今年は、関東支部の活動を他支
部に紹介し、他支部との連携を積極的に進めてい
きたいと思います。

＜参加者の声＞
◯専門分野講演会より
・きのこの機能性の話は、地元の研究として興味
　深かった。
・異業種の分野で卓越した技術や研究はとても興
　味深い。

❖ 会員企業からの注目度大！
　 恒例行事の1つシステム研究フォーラム

❖ 専門分野講演会

   関東支部

 信越支部

  北陸支部

❖新たなセミナーを企画中！

❖リクエストが多かった講座を開催中

❖ 分科会
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　昨年（2010年）春に2泊3日で初開催
した「合宿型人財育成塾」受講者の、フォ
ローアップ研修を兼ねた「ビジネスパワー
アップ研修」を開催しました。昨年の合宿
参加者は、久々の再会にセミナー開始前

　昨年度から、会員の代表者の皆様を対
象に、実際に経営の現場で活躍されている
方をお招きし、生きた経験談をご講演いた
だく「エグゼクティブセミナー」を企画して
います。
　第1部は、スナック菓子のトップブラン
ドを誇るカルビー㈱の会長 兼 CEO松本
晃様を講師にお迎えし、「Building Back 
Better ～Back to the Basic～」をテー
マにご講演いただきました。カルビーの目
指すべき姿や、9年にわたり社長として辣
腕をふるわれたジョンソン・エンド・ジョン

　関西支部では、震災の復旧・復興を祈念
して、今年度は「関西からエール！」をスロー
ガンにＢＣＰセミナーや、活力が湧く講演会
の企画、継続的義援金活動の実施などを通
して、支部活動の活性化を目指しています。

　年間6回の「ビジネススキルアップ研修」
は、職場の課題解決や個人のスキルアップ
を目的とした講義と演習で構成されたセミ
ナーです。第一回は「マナー＆サービスマイ
ンド研修」を実施しました。また、ICT系の
研修として、「情報化時代のICT基礎」「ネッ
トワーク入門」「ＰＣハードウエア入門」と

塾」を受講した皆様が加わっていくことを
楽しみにしております。

日本大震災のビジネス被害や富士通におけ
る対応事例を踏まえ、今後組織として具体
的にどう対策をとっていくべきか、事業継
続の目指すべき姿や方向性等についてご紹
介しました。
　会員のトップの方に多数ご参加いただ
き、大変高い満足度の行事となりました。

演奏は、関西を中心に活動の若手演奏家が
担当。クラシックだけではなく“星に願い
を”“オネスティ”といったお馴染みの曲も
演奏いただき、サクソフォンの美しい音色に
参加者全員が魅了されました。

から会話を弾ませ、研修内容もブレーンス
トーミングなどグループ討議を中心とした
内容だったことで、今回初参加の皆様も昨
年受講生を中心に和気あいあいとしたムー
ドに打ち解け、講師も驚くほどの和やか
な研修会となりました。盛りだくさんの課
題に思考力を要する内容だったため、セミ
ナー終了直後は皆様ぐったりとお疲れ気味
の様子でしたが、引き続き開催した交流会
では、合宿のときの懐かしい話や、近況報
告、初参加の皆様との情報交換などで大
賑わいでした。ファミリ会の研修を通し、
人と人の輪がどんどん広がり、来年は、こ
の輪の中に2011年度の「合宿型人財育成

ソン㈱の成長の礎「Our Credo（我が信
条）」を例に、21世紀型企業に求められる
ものは何かについて、松本様の経営哲学も
交えて具体的にわかりやすくお話いただき
ました。
　第2部は、㈱富士通総研から「これから
の事業継続マネジメント」をテーマに、東

いった3種類の研修を開催。いずれも100名
以上の参加をいただいた人気研修です。

　イブニングセミナーは、業務終了後の余
暇時間（イブニングタイム）を利用し、会
員間の親睦行事として開催しています。第
一 回 は、サ
クソフォン
の四重奏に
よる「クラ
シックライ
ブ」を開催
しました。

「関西からエール !」をスローガンに多彩なセミナーで幅広く研鑽

現場の方からの講演など満足度の高い行事の開催を目指します

人の輪が年々広がることを楽しみに企画しています

＜参加者の声＆事務局の声＞
・「非常に素晴らしいマナー研修で、特に上司に対す
　る報告の仕方を知ることができて良かった」「普
　段、サックスの生演奏を聴くことがないので、とて
　も素敵な演奏が聴けて幸せです」など、ご好評を
　いただきました。
・ このように関西支部では、会員相互の研鑽・交流
　にお役立ていただけるよう年間34回の行事活動
　を実施しています。9月末の時点で、18回の行事活動
　を実施し、延べ1,950名の参加をいただきました。

＜受講者の声＞
・交流しながら和気あいあいと勉強できた。
・共通の課題に対して様々な意見が聞けた。
・今度はもっとたくさんの合宿受講生に来てほしい
　ので、また企画してほしい。

＜参加者の声＞
・経営者がどう指導すると成果につながるのか具体
　的なヒントを得ることができた。
・変革と成長を続ける強い組織の秘訣が分かった。
・BCPの考え方が変わった。形ではなく、実用、実
　効性が優先されなければならないことが理解で
　きた。

  関西支部

中国支部

 東海支部

❖ 参加しやすい研修・セミナーの充実

❖ 合宿型人財育成塾フォローアップ研修

❖ エグゼクティブセミナー

❖ イブニングセミナー（２回／年）  

イブニングセミナーの音楽ライブ

カルビー㈱
松本 晃 様
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　前期の沖縄支部は活動方針のトップに
も掲げているITに関する人材育成支援に
力を入れて活動してきました。「情報化
時代のICT基礎」「PCハードウェア入門」
「ネットワーク入門」の3種の研修会を実
施しましたが、どのコースもすぐに満席に
なり、特に「ネットワーク入門」について
は、定員の2倍以上のお申し込みがありま
した。受講できなかった会員様からの追加
開催の声も多く、予定外でしたが追加コー
スを開催することとなりました。
　後期はIT研修以外にヒューマンスキル系

　情報システム部門の方に向け、今年は入
門コースを中心に4回程度の開催を予定し
ています。中でも「情報化時代のＩＣＴ基
礎」は、当初の定員を超過し、80名もの会
員様にご参加いただきました。2日間の座
学形式で頭をフルに活用され、お疲れだっ

会は、初めの1杯は生ビールで乾杯をするも
のの、次は夏というのに熱燗で、注いだら
注ぎ返され、注がれれば注いでの“飲みニ
ケーション”で盛り上がります。今回はあま
り飲めないという齋藤講師にも参加いただ
き、会員の皆様とも歓談を楽しみました。

の研修や女性限定の研修、また毎回好評
の親睦イベントを開催する予定です。
　今後も会員様の声を取り入れたイベント
を開催し、お役に立つ沖縄支部を目指して
いきたいと思います。

　2012年の秋季大会は沖縄で開催されま
す。全国からのお客様を大勢の支部会員で
お迎えしたいという思いで、勧誘活動を積
極的に行っており、4月から9月までに6会
員増え84会員となりました。目指す目標は
100会員！ 魅力ある活動で会員をどんど
ん引き寄せていきたいと思います。

うまく創っていくかを、齋藤講師の軽快な
話術でお話されました。飽きることなく、
笑いありの有意義なセミナーで、受講者に
大好評でした。
　セミナーの後は、高知地区で毎年恒例の
暑気払い会を開催しました。高知の親睦

たことと思いますが、多くの方にご満足い
ただけたようです。

　今年のテーマは、「リーダーの知性と感性
を磨く」。昼間は外に出て身体を使い、夜は
映画を観ながら、リーダーシップを疑似体
験する、2日間さまざまなワークを行いまし
た。与えられた課題をもとに、あんなに真剣
に映画鑑賞したのは初めてではなかったで
しょうか。2日間を通して全員が積極的に参
加されており、この研修が、自らのリーダー
シップを見つめ各職場で今後に活かしてい
ただく良いキッカケとなれば幸いです。

広げよう、広めよう、明日への絆　ファミリ会

色々な行事に参加しよう！

「なるほど！」「わかりやすい！」を目指しています！

＜参加者の声＞
○ITセミナーより
・目にしたり耳にしたりする専門用語の意味が理
　解できた。復習をして今後に活かそうと思う。
・基礎知識と動向について、幅広く知る事ができて
　良かった。　

＜参加者の声＞
◯ネットワーク入門より
・ネットワークは今まで“何となく理解したつも
　り”で、進んで勉強しようという気にならなかっ
　たが、今回の研修でとても興味がわきました。
　もっと詳しくなりたいという気持ちが芽生えまし
　た。今まで行ったどの研修会より、大学の講義よ
　りわかりやすかったです。

 九州支部

   四国支部

 沖縄支部

❖ リーダーズフォーラム

❖ 来年の秋季大会に向けて

❖ ITセミナー

❖ 大好評のIT研修会

FUJITSUファミリ会

支部特集 2011

　今年度より、会員の参加機会の増加を目
的として、内容に応じて四国4県で受講で
きるようにテレビ会議システムを活用した
行事を開催しています。受講者からも、わ
ざわざ他県に行かなくても近場で受講でき
るとあって好評を得ています。

　先日行った「日本一のマグロ船から学
んだ！ 組織をイキイキさせる人材活性の
秘訣」セミナーもテレビ会議システムを使
い、多数の方に参加していただきました。マ
グロ船に乗った体験談を元に、組織を動か
す上でベースとなる人間関係をいかにして

❖ テレビ会議システムを活用したセミナー

首里城


